
 

 

 

 

株式会社七十七銀行（頭取 小林 英文）では、「７７ＳＤＧｓ支援サービス」を通じ

て、株式会社正木屋材木店（以下、「当社」といいます。）の「ＳＤＧｓ宣言書」の策

定を支援いたしましたので、下記のとおりお知らせします。 

当行は、持続可能な社会の実現に向け、地域金融機関として企業の「ＳＤＧｓ」への

取組みを支援してまいります。 
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企業名 所在地 事業内容 

株式会社正木屋材木店 

（代表取締役 大平 宏之） 

福島県いわき市常磐下船尾町

古内133 
建築材料卸売業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注．当社の「ＳＤＧｓ宣言書」については、別紙のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社正木屋材木店の「ＳＤＧｓ宣言書」の策定支援について 

News Release 2022年 2月 25日 

七十七グループは持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）を支援しています。 
  もっと、ずっと、地域と共に。 

（企業概要） 

当社は創業１０６年を迎える住宅用木材卸売業者として、主に福島県内や北茨城地域

の工務店様へ木材を提供しております。 

家づくり支援ポータルサイト「いわき家ナビ※」を運営し、「全方位よし」の理念の

もと、地域の風土と木材の特性を活かせる地元工務店様をご紹介し、地域の資源・経

済・技術が持続的に循環する社会を目指しております。また、快適で環境負荷の少ない

健康的な家づくりを推進しています。 

今後も従業員一人ひとりが木材の可能性を追求し、木材が持つ能力を最大限に活用す

る事で、環境保全と持続可能な地域社会の実現に貢献してまいります。 

※当グループは「地域型住宅グリーン化事業」の採択を受けております。 

ＳＤＧｓ（Sustainable Development Goals） 

2015年9月に、国連に加盟する全ての国が全会一致で採択した国

際目標であり、17のゴールと、169のターゲットから構成されてい

ます。 

七十七グループは2020年7月に「七十七グループのＳＤＧｓ宣言 

～ もっと、ずっと、地域と共に。～」を表明し、ＳＤＧｓに対する

取組みを更に強化するため、2021年10月に「ＳＤＧｓ実践計画」を

策定しました。 

https://masakiyawood.com/
https://www.i-ienavi.com/
https://www.i-ienavi.com/archives/18207


取組
カテゴリ

SDGs達成に向けた
重点的な取組テーマ

取り組みの内容
関連が強い

SDGsゴール

人事・労働 健康経営

●全国健康保険組合が募集する「健康事業
所」宣言を行っています。
●定期健康診断の結果を踏まえ、医療機関に
健康相談を実施する体制を整備し、従業員の
健康の維持増進に努めています。

環境

温室効果ガス削減

廃棄物の削減・有効活用

天然資源の持続的利用

●社屋の太陽光パネルにより発電された電力
を利用し、木製品を生産する事で、温室効果
ガスの削減に取り組んでいます。
●製造段階で発生する「廃材」や「おが屑」
を飼料や木質チップ、梱包材として再利用し
ています。
●合法に伐採された木材を循環型資源として
供給する事で、森林の維持に貢献します。
※合法木材供給事業者の認定を受けています。

公正な事業慣行・

組織体制
内部管理体制

●「全方位よし」の理念を全社員が共有し、
木材供給事業を通じた、「地元の林業支援」
「住宅建築支援」「工務店の営業支援」に取
り組みます。

製品・

サービス
社会課題解決製品

●地域型住宅グリーン化事業に取り組み、
「長期優良住宅」「ZEH」「低炭素住宅」等
の普及に努め、環境負荷の削減に貢献すると
共に、快適で健康的な家づくりに努めます。
●木製品の製作に当たっては自然由来の塗料
を使用し、人体や環境への影響を最小限にし
ています。

社会貢献・

地域貢献

地域資源の積極的な利用

教育の場の提供

●地元木材を積極的に活用し、地域資源の持
続化と木材自給率の向上に貢献しています。
●工場見学やワークショップ・DIY講座等を
開催し、地域資源に親しんでもらうと共に、
循環型社会への理解を深めてもらう場を提供
しています。
●小学生向けに小冊子を配布し、再生可能な
資源としての木材の価値と環境問題に対する
教育活動を実施しています。

当社はSDGsの内容を理解し、SDGs達成に向けた取組を下記のとおり宣言します。

SDGs宣言書

2022年2月25日

SDGs（Sustainable Development Goals：持続可能な開発目標）は、持続可能な開発のために国連が定めた国際目標です。2030年までに
世界において解決すべき17のゴールを定めています。SDGsは、2030年の未来の「あるべき姿」もしくは私たちが直面している社会課題が、
分かりやすく・バランス良く「見える化」されたものであり、企業がその経営や未来の姿を検討する際に役立つツールと言えます。
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